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•m后駆置
第 2回定例会 (P. 2) 

まちの出来事 CP. 6) 

よろこびかなしみ CP. 9) 

保健センターだより CP.13) 

お知らせ記事 CP.15) 

梅雨の蒻れ醇枷lに職<9内パぃr

（馬坂のアジサイ）

串本町の人口と世帯数

・人口…… 19,388人 ・男性…… 9,025人 ・女性…… 10,363人 ・世帯数…… 9,2'72世帯

（平成21年6月1日現在）



r
信
頼
さ
れ
る
行
政
推
進
」

と
着
々
と
進
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
敬
息
を
表
明
す
る
と
と
も
に
感
謝

申
し
卜
げ
る
次
第
で
す
。

他
方
、
で
き
れ
ば
将
来
負
担
の
少
な

い
病
院
建
設
を

H
指
し
て
、
，
か
ら
検

討
し
直
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
も
あ

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
実
行
す
れ
ば
、

間
院
予
定
が
人
ぎ
く
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
、
:
日
も
早
く
安
心
し
て
受
診
で
ぎ

る
病
院
を
待
望
さ
れ
て
い
る
多
く
の
皆

様
の
ご
期
待
に
背
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

阿
時
に
、
新
た
な
財
政
負
担
が
発
生
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
』
帥
派
遣
人
学
を

は
じ
め
、
多
く
の
閃
係
者
の
方
々
の
協

議
経
過
に
は
重
い
も
の
が
あ
る
と
刊
断

す
る
に
平
り
ま
し
た
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
後
は
病
床
数

や
診
療
科

H
等
、
新
病
院
の
機
能
的
な

も
の
に
つ
い
て
は
計
画
通
り
に
進
め
る

こ
と
と
し
、
病
院
他
設
建
設
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
費
用
を
縮
減
し
、
将

来
負
担
の
少
な
い
病
院
建
設
に
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

只
体
的
に
は
、
既
に
完
成
し
て
い
る

設
計
吉
の
附
容
に
つ
い
て
「
審
査
支
援

及
び
コ
ス
ト
縮
減
家
作
成
菜
務
」
を
委

託
し
、
設
計
内
容
の
検
証
を
行
い
た
い

と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
折
病
院
建
設
を
―
つ
の
機

会
と
し
て
捉
え
、
生
活
習
恨
病
予
防
の

た
め
の
各
種
検
診
串
業
を
実
柏
し
、
町

民
の
皆
様
の
健
康
意
識
向
上
に
向
け
て

の
役
割
を
呆
た
せ
な
い
か
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
病
院
へ
の
父
通
手
段
の
確

保
は
福
祉
面
か
ら
は
―
．
い
つ
に
及
ば
ず
、

経
営
上
の
観
点
か
ら
し
て
も
大
き
な
課

坦
で
あ
り
ま
す
の
で
、
吊
急
に
具
体
策

を
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■防
災
対
策

町
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
生
活
を
営

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
条
件
整
価
の
最

慢
先
諜
題
は
防
災
対
策
の
充
実
で
す
。

具
体
的
な
取
組
指
針
と
し
て
は
「
串

本
町
地
域
防
災
計
画
」
を
策
足
し
、
そ

の
計
圃
に
基
づ
彦
学
佼
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
の
耐
定
改
修
事
桑
、
地
域

防
災
力
rluJ
上
の
た
め
の
各
種
防
災
訓
練

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
発
牛
時
は
目
ら
の
命

は
い
ら
守
る
「
自
助
」
と
自
ら
の
地
域

は
互
い
に
助
け
合
っ
て
守
る
「
共
助
」

が
必
要
不
可
欠
な
条
件
と
な
る
こ
と
か

ら
、
す
べ
て
の
地
域
に
「
自
主
防
災
組

r
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
爛
境
整
備
」

平成2いい串本町議会

第畠圃躙』禽
平成21年串本町議会第 2回定例会は、 6月16日に招集され、会期を 6月29日までの14日間

として開会されました。会讀の冒頭、田嶋町長は町政運営に当たっての所信を述べました。

今月号ではその要旨についてご紹介いたします。

知 ；， 吋 ’’’9

大水崎区・サンコ台区合同避難訓練での炊き出し

■行
財
政
改
革

平
成
1
7
年
4
月
に
合
併
を
い
た
し
ま

し
た
が
、
そ
の
目
的
は
行
政
の
ス
リ
ム

化
・
効
率
化
・
財
政
枯
盤
の
強
化
で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
合
併
後
の
4
介
間
で
ど

れ
だ
け
迂
成
で
き
た
か
を
、
ま
ず
検
誦

す
る
必
安
が
あ
る
と
者
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
7
月
か
ら
各
諜
・

諜
長
以
下
職
員
全
員
と
の
面
談
を
尖
施

す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
行
財
政
改

芋
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
参
考
と
す
べ
く
、

外
部
機
閲
に
行
政
と
し
て
の
適
布
事
務

鼠
、
人
員
配
置
的
に
つ
い
て
の
調
在
依

頼
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
の
推
進
役
で
あ
る
職
貝

の
公
務
能
力
向
上
に
つ
い
て
も
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
て
す
。

役
場
等
に
、
様
々
な
ご
用
件
で
お
越

し
い
た
だ
い
た
際
に
、
必
ず
「
説
得
」

す
る
の
で
は
な
く
、
「
納
行
」
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
対
応
出
木
る
職
日
の

能
力
向
卜
、
接
遇
態
度
の
向
卜
に
努
め

織
」
を
立
ち
卜
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

栢
枠
的
な
支
援
を
続
け
て
行
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
政
策
と
し
て
、
独
店

老
人
世
幣
や
休
の
不
自
由
な
方
苓
、
い

わ
ゆ
る
安
援
設
者
の
い
る
世
幣
を
中
心

に
、
家
具
頌
等
の
転
倒
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の
家
具
転

倒
防
止
器
只
取
り
付
け
を
推
進
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
施
策
を
よ
り
効
呆
的
な
も
の
と

す
る
た
め
、
障
害
者
団
体
、
福
祉
団
体

等
に
ご
参
加
を
い
た
だ
ぎ
、
町
と
し
て

も
閃
係
諜
全
て
が
参
加
し
た
検
討
会
を

立
ち
上
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

て
行
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
来
庁
者
は
二
尻
う
に
及

ば
ず
、
職
員
間
で
も
、
役
場
敷
地
、
ロ

ビ
ー
等
で
は
必
ず
挨
拶
を
す
る
こ
と
を

徹
底
す
る
た
め
に
、
「
あ
い
さ
つ
通
り
」

を
設
け
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
「
気
持
ち
ょ
く
」
お

帰
り
い
た
だ
く
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る

と
衿
え
ま
す
。

ま
た
、
職
貝
の
能
力
向
上
を
図
る
た

め
に
、
職
員
自
ら
が
職
務
上
の
目
標
を

立
て
、
そ
の
逹
成
度
を
定
期
的
に
評
価

す
る
訓
価
制
度
の
試
行
を
継
紐
し
ま
す
。

■新
病
院
建
設

合
併
に
際
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
中
で
「
安
心
し
て
受
診
で
ぎ
る
医
療

体
制
の
整
備
」
に
つ
い
て
の
強
い
ご
要

望
が
あ
り
、
統
合
病
院
の
建
設
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

3

ま
た
、
合
併
後
多
く
の
背
様
の
ご
意

見
を
い
た
だ
ぎ
な
が
ら
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
作
成
、
某
本
設

al、
実
施
設
計

■商
工
振
興

叶
今
の
経
済
状
況
に
は
人
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
物
品
購
入
に
際
し

て
は
、

IHJ外
・
県
外
か
ら
の
購
入
を
見

直
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
町
内
業
者
を
優

先
し
た
く
、
そ
の
具
体
的
力
仏
を
検
討

し
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
経
済
に
刺
激
を
与
え
る

と
共
に
、
納
税
意
欲
の
向
上
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
町
内
小
企
染
者
の
経
営
の
安

定
と
発
辰
に
資
す
る
た
め
、
国
の
制
度

で
あ
る
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
命

融
資
の
貸
付
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に

対
し
、
貸
付
利
率
の
う
ち
年
1
％
に
相

当
す
る
金
額
を
利
子
補
給
と
し
て
裔
工

会
を
通
じ
，
父
付
す
る
祈
た
な
制
度
を
設

立
し
て
行
き
ま
す
。

■観
光
振
興

当
町
の
観
光
は
、
海
・
山
•
I
l
l
と

い
っ
た
忠
ま
れ
た
自
然
凍
境
を
フ
ル
に

活
か
し
た
体
験
型
観
光
を
推
逆
し
て
い

く
こ
と
が
、
こ
の
地
域
ら
し
い
観
光
施

策
で
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

新
メ
ニ
ュ
ー
の
発
掘
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
・
売
り
出
し
を
柏
極
的
に
行
い
、
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般会計の半成20年度決算

は、 3億 1,763万1,372円で、翌年1文への繰越充当

財源を乙しり1いた実質収文額は、 2億1,720万5,480

円の黒宇となりました。また、各特別合計の決衿

状況は下記のとおりとなっています。

平成20年度出納閉鎖による

各会計の決算状況

般 会 "t 2億1,720万ふ480円の開字

老人保飩会言1 643]J7ぷ65円の黒宇

後期高齢名医療会;;1 576万2.1801'!の黒字

川 保 会 且I 2. 932万6.741円の赤字

介没保除会日I s.109カ8,818円の黒宇

簡品水追会計 2,964万2心11円の、開字

l、水追会 ill 903万:i.743円の黒字 病院事呆会計 1l1年度 1倍6.081万6,309円の赤字

仕宅査金貸付会;;1 l. 515万8、9881'1のホ字 翌年度繰越欠担金 27伍1.414万3、127[I j 

通所 介 渡 事 呆 会 吋 歳人歳出仕し引き 0円 水 迫事呆会叶単年 1支 6,484万4,534円の黒字

串本財産区会言1 826]J l50円の黒守 翌年度繰越利益剰余令 2位6,（）39Jj7.5(）4円

洲卿甘イ吃区会言I 4,169万4.072円の黒宇 目J心宿舎事業会言Iljl年度 407万2.062日の黒宇

出雲財産に会 ;;1 4,076万2、7841'1の黒字 翌年度繰越欠担金 lf梵、 777万 4511'J
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圧並財庄区 会吋

利 深 財 産 区会計

有 Ill l!J 面 1メ会計

古座地区財忙区会』

西 lnJ地区廿オ産区会；；1

圧）恥地区財）止区会計

294万5,168円の黒字

677カ3,7:;3円の黒宇

2,716万2,877|'」の黒字

588万4,601円の黒字

2,172万9,8331'」の黒字

279万7,7S2円の出字

■国
際
交
流

平
成
22
年
に

f
定
を
し
て
お
り
ま
す

n木
ト
ル
コ
友
好
1
2
0
周
年
。
ま
た
、

=＝＝ -可-修学旅行生による民泊体験

体
験
刑
＋
観
光
の
折
進
を
図
り
た
い
と
考

え
ま
す

3

中
で
も
、
民
泊
と
各
種
休
験

メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
修
学
旅
行

誘
致
に
つ
い
て
は
、
旅
館
・
民
宿
も
含

め
た
地
九
観
光
閲
係
者
と
の
連
挑
を
更

に
密
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
注
い
で

行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
既
存
資
源
の
利
泊
用
と
し
て
、

熊
野
古
道
大
辺
罰
等
遥
歩
道
と
し
て
の

再
生
・
悠
備
に
よ
る
ウ
ォ
ー
ク
企
阿
に

も
力
を
注
い
で
行
含
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ト
ル
コ
に
お
け
る
「

H
本
年
」
に
つ
い

て
は
、
現
在
認
準
価
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
従
ネ
の
諸
事
菜

の
存
り
力
、
実
施
運
営
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
い
、
住
民
の
皆
様
の
関
心
を
高

め
、
広
く
参
加
を
い
た
だ
ぎ
、
町
民
み

ん
な
で
祝
う
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
串

業
と
し
た
<
、

IEJ民
の
皆
様
を
中
心
と

し
た
実
行
委
員
会
を
守
ち
上
け
て
実
施

し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す

3

ま
た
本
年
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
木
曜
島
の
ト
レ
ス
巾
代

表
団
の
来
IEJ
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
存

◇
 

7
月
を
受
け
入
れ
時
期
と
し
て
調
整
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
レ
ス
市
に
お
い

て
は
当
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
強
く

希
望
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
明
治
以
降
当

地
域
か
ら
白
蝶
貝
採
取
の
た
め
多
く
の

it民
か
設
・
蒙
し
、
現
地
に
は
日
本
人
纂

地
も
あ
る
極
め
て
当
町
と
緑
が
深
い
地

域
で
あ
り
ま
す
の
で
、
同
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
を
視
野
に
人
れ
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
行
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
以
降
の
資
料
収
集
に
つ

い
て
も
、
閃
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

湖町長に清野武志氏
平成21年第2回定例会において、副町長の

選任が上程され、審譲の結果、清野武志氏(60)

が7月 1日付けで副町長に選任されました。

清野氏は昭和43年 1月、 1日串本町役場へ採用。

企画財政課長を経て、平成75年 7月から平成17
年 3月まで助役を務められていました。
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第
2
回
定
例
会
に
は
、
報
告
2
件、

人
事
案
件
4
件
、
条
例
案
件
4
件
、
補

正
予
算
案
件
11
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
可
決
さ
れ
た
案
件
の
主
な
も

の
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
串
本
町
集
会
所
条
例
の
．
部
改
正
に

つ
い
て

新
た
に
樫
野
集
会
所
を
加
え
る
も
の

で
す

3
半
成
21
年
度
の
当
初

f
算
は
、

4
月

に
町
長
・
町
議
会
議
貝
の
選
挙
を
控
え

て
い
た
た
め
、
新
規
市
業
や
投
査
的
経

費
な
ど
政
策
的
な
判
断
を
要
す
る
経
費

を
計
上
し
な
い
「
骨
格
＇

r算
」
て
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
袖
正
予
算
と
し
て
、

新
規
中
業
等
の
予
篤
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
主
な
新
規
事
業
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■地
震
防
災
マ
ッ
プ
作
成
業
務

9
3
9
万
8
千
円

地
震
発
牛
時
の
揺
れ
に
対
す
る
町
応

各
地
の
危
険
箇
所
を
把
捏
す
る
た
め
、

地
質
・
揺
れ
や
す
さ
の
度
合
い
苓
を
表

示
し
た
地
震
防
災
マ
ソ
プ
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
し
ま
す
。

■孤
立
集
落
通
信
確
保
事
業

1
0
6
6
万
4
千
円

災
害
発
牛
時
に
孤
す
す
る
Uj
能
性
の

あ
る
集
落
に
つ
い
て
、
策
会
所
加
成
や

学
校
施
設
苓
に
防
災
行
政
無
線
の
移
動

局
と
な
る
娯
線
機
を
設
四
し
、
災
害
梵

生
直
後
の
通
信
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

■行
政
診
断
事
業

3
3
4
万
4
千
円

業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
外
部

委
託
に
よ
る
庁
内
の
条
務
鼠
診
断
を
実

施
し
ま
す

J

■子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
事
業

2
1
2
万
4
千
円

旧
内
向
幼
杵
固
に
お
い
て
、
上
野

111

保
育
所
が
4
1
5
歳
児
の
保
育
等
を
実

施
す
る
た
め
の
施
設
枢
備
を
行
い
ま
す
。

■小
企
業
資
金
利
子
補
給
補
助
金

2
0
0
万
円

マ
ル
経
融
資
（
小
規
模
事
業
者
絆
宮

改
苫
資
金
融
資
訓
度
）
の
融
資
を
受
け

て
い
る
事
染
者
に
対
し
て
、
金
利
の
一

部
補
て
ん
を
行
い
ま
す
。

■串
本
町
移
住
・
交
流
推
進
協
議
会
補
助
金

5
0
万
円

都
市
と
地
方
と
の
移
仕
・
交
流
の
推

進
に
よ
り
当
町
の
活
竹
化
を
図
る
た
め
、

地
域
住
民
等
で
構
成
す
る
協
議
会
を
設

四
し
、
受
け
人
れ
体
団
を
棺
備
し
ま
す
。

■日
本
ト
ル
コ
友
好
交
響
楽
団

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
補
助
金

7
2
1
万
5
千
円

H
本
ト
ル
コ
友
好
ー

2
0
周
年
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
串
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
、

日
卜
友
好
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弘
来
団
コ
ン
サ
ー
ト
に
対
し
補
助
金
を

父
付
し
ま
す
。

●
巾
本
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

の
制
｛
心
に
つ
い
て

児
箪
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
旧
西
向
幼
椎
園
に
了
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、
関

係
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す

3

●
硲
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

作
の
施
行
に
付
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

高
齢
者
の
区
療
に
出
す
る
法
律
の
施

行
に
当
た
り
、
関
係
条
例
の
棺
備
を
行

う
も
の
で
す
。
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t 
樫野慰霊碑への献花を行った

ギュルレル武官

ヽ
禄
婆
燈
窯
緑
婆
慕
恩
慈
思
葵
惑
‘
芯
婆
葵
葵
葵
慕
思
葵
禄
婆
｀

、駐
日
ド
ル
コ
犬
使
館
武
官
が
串
本
町
を
表
敬
訪
問
、

エ
イ
ユ
ッ
プ
・
ギ
ュ
ル
レ
ル
武
官

5
月

21
H
、
財
日
ト
ル
コ
大
使
館
の
エ

イ
ユ
ッ
プ

・
ギ
ュ
ル
レ
ル
武
官
が
串
本
町

を
訪
れ
、
串
本
町
役
場
へ
表
敬
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。
同
武
官
は
昨
年
8
月
に
治
任

さ
れ
、
今
回
が
初
め
て
の
来
町
と
な
り
ま

ま
た
、

同
日
樫
野
崎
の
ト
ル
コ
軍
艦
遭

難
慰
需
碑
で
は
献
花
式
典
が
開
催
さ
れ
、

地
元
樫
野
区
、
大
島
小
学
校
や
、
関
係
者

ら
が
参
加
。
慰
霊
碑
に
献
花
を
行

っ
た
後
、

大
島
小
学
校
児
童
が
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号

の
追
悼
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。
武
官
は
「
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
に
際
し
て
の
、

串
本
町
民
の
方
々
の
ご
尽
力
に
対
し
、
ト

ル
コ
国
を
代
表
し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。」
と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

完成 した新古田浄水場

串
本
町
古
田
区
で
こ
れ
ま
で
建
設
中
で
あ

っ

た
「
新
古
田
浄
水
場
」
が
完
成
し
、

6
月

5
H
、

同
施
設
内
で
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
古
田
浄
水
場
で
は
、
古
座
川
の

河
川
水
を
原
水
と
し
、
急
速
ろ
過
方
式
で
処
理

今
村
さ
ん
が
和
歌
山
県
代
表
に

都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道
優
勝
大
会

5
月
31
日
に
和
歌
山
市
で
行
わ
れ
た
、
第
1
回
都
道

府
県
対
抗
女
子
剣
迫
仮
勝
大
会
和
歌
山
県
予
選
会
に
お

い
て
、
町
内
在
住
の
今
村
智
香
子
さ
ん

(47
)
が
和
歌

山
県
代
表
の
大
将
と
し
て
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会
は
男
女
混

合
の
団
体
戦
で
し
た
が
、
今
年
よ
り
男
女
別
々
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
女
子
の
大
会
は
今
回
が
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

第
1
回
都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道
優
勝
大
会
は
、
7

月
1
8
H
に
、
東
京
の
日
本
武
遮
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

佑
今村さん は、串本高校で剣道を教えながら、

日々練習を続けられています。

永
き
に
わ
た

っ
て
教
職
に
携
わ
り
、
今

年

3
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
須
川
程
さ
ん

（享
年
8
2
．
潮
岬
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
脳

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

6
月
9
日、

串
本

町
教
育
委
員
会
教
育
長
室
に
て
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

須
川
さ
ん
は
、
昭
和
2
2
年
か
ら
西
牟
宴

郡
内
の
小
学
校
で
教
諭
を
務
め
ら
れ
、
昭

和
43
年
か
ら
は
玉
伝
小
学
校
、
潮
岬
中
学

校
、
錦
官
小
学
校
で
校
長
を
歴
任
。
39年

の
永
き
に
わ
た
り
、
教
育
の
振
興
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
振
興
に
多
大
な
貢
献

須
川
程
さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章

竣工式で挨拶を述べる 田嶋町長

安
全
で
良
質
の
水
道
水
の
安
定
供
給
を

新
古
田
浄
水
場
が
完
成

を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
き
た
こ
と
や
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
水
道

水
の
確
保
を
図
る
た
め
、
新
古
田
浄
水
場
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

新
古
田
浄
水
瑞
に
は
最
新
の
膜
ろ
過
浄
水
設

備
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
原
水
に

含
ま
れ
る
微
生
物
も
確
実
に
除
去
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
東
南
海
・
南
海
地
震
ク
ラ

ス
の
地
震
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
施
設
は
耐

震
化
さ
れ
て
お
り
、

安
全
な
浄
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
る
参
加
者

串
本
の
海
岸
を
美
し
く

海
岸
清
掃

串
本
海
上
保
安
署
、
串
本
愛
舟
会
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、
5
月
2
4
日
の
早
朝
、
橋
杭
小
学
校
か
ら

宮
川
河
口
ま
で
の
区
問
で
海
岸
消
掃
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の

H
の
清
掃
作
業
に
は
町
内
外
の
企
業
や
公

共
施
設
、
橋
杭
小
学
校
の
児
童

・
保
護
者
な
ど
約

5
0
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。

参
加
者
は
堤
防
沿
い
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や

ビ
ニ
ー
ル
、
消
波
プ
ロ
ソ
ク
に
挟
ま

っ
た
流
木
や

発
砲
ス
チ
ロ

ー
ル
な
ど
の
ゴ

ミ
を
全
貝
で
拾
い
集

め
、
可
燃
、
埋
立
て
、
缶

・
ビ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
・

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
4
種
類
に
分
別
し
て
回
収
。

約
2
時
間
の
作
業
で
約
闊
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。
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よろこび

かなしみ
※広報への掲載を希望されない方は、屈出の際に窓口にお巾し出ください。

^ ＾ ‘ ^  ^‘“^‘“^ 
(5月受付分 敬称略）

／ 

牧井
野上

愛了

史

高枚

方

宮 市

／ 

小 上
川地

有宏

美樹

出串

雲本

（

東

立

徳

潮

谷

口

舞

西

向岬

嬉

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

勝 立 ＝ 松友 山 沖 瓜 村 谷 ― 武 ＾
山 石涵下永田 田上 冠部 塁

慶溜口恥智澤灸果喜0知 こ 英ぇ孝こ 児

士反 ん tJ:fIIゃ ‘ 
氏

な っこ 心 み ぅ健見
郎渭料香吋圧子二奈な太 た月さろ梨吠＜た 名

‘̀-
＾ 典 勇 健 延 隆純真友宜あ友 届

桂 ゅ 出
明 ＝ 男 宏 史平 也 一 樹み昭ム

串 古古 串次 出田串高串 藷
城 姫姫

本 座 座 本 県 雲並本宮本 区

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

■使
用
期
間

平
成
21
年

7
月
1
日
（
水
）
ー
8
月
31
日
（
月
）

■使
用
時
間

午
前

10
時
し
午
後

4
時
ま
で

■大
島
小
学
校
水
泳
指
導
日

次
の
日
時
は
大
島
小
学
校
の
プ
ー
ル
水
泳
指
導
の
た
め
、
貸
し
切

り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●

7
月

3
.
6
.
1
3
.
1
4
日

午
前
10
時
ー
午
後
2
時
30
分
ま
で
貸
し
切
り
。

●

7
月
2
1
.
2
2
.
2
3
日、

8
月
26
日

午
前
10
時
ー
午
後

0
時
ま
で
貸
し
切
り
。

(
7
月
24
日、

8
月
2
8
日
は
予
備
日
）

※
プ
ー
ル
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
管
理
人

の
指
示
・
注
怠
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
天
候
笠
の
状
況
に
よ
り
臨
時
休

業
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

□お
問
い
合
わ
せ

串
本
町
役
場
農
林
水
産
課

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5
5
5
 

山
本

み

ち

の

鈴

木

茂

樹

内

田

幸

子

下
村

明

子

中
野

盛

雄

平

野

愛

子

小
山

政

丈

塩
津

征

一

坂

本

句

奥
地
ミ
サ
ヱ

田

崎

奨

美

和
田

玉

江

寺

本

好

隆

勝
山

嘉

平

関

戸

健

一

松

本

え

め

王
地

ち

ょ

前

川

佐

一
郎

濱

n
公

央

前
地
ハ
ッ
ョ

南
藤
ゆ
か
り

浅

利

亮

平

榎
本

守

世

浅
井
幸
五
郎

桝

本

文

吾

87 86 84 78 20 87 58 93 79 91 91 84 67 83 85 82 85 68 84 94 55 75 70 81 88 

サ
古西 中 古古西西古西古 中 伊和串串串大串ン和潮二串樫大

コ‘
座 向 湊 座 座 向向田向田 湊串 深 本 本 本 島 本台深岬色本 野島

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

［給付対象者）

平成21年2月1日（基準日）において下記のい

ずれかに該当する方

〇当町の住民基本台帳に登録されている方

0当町の外同人登録原票に立録されている方

※不法滞仕者および短期滞任者は除きます。

［給付金額）

給付対象者一人あたり 1万 2千円

※ただし、 基準日において18歳以下の方および

65歳以上の方は2万円となります。

（申請に必要なものI
①定額給付金申請曹

②本人確認害類の写し

③振込先口座確認害類の写 し

＊定額給付金の申請期限は、平成21年 9月30日

（水）までとなりますのでお早目の申請をお願

いいたします。

■お問い合わせ

串本町役場総務課

ff 0735-62-0555 

r----------------------、
I 濱園子さん（闘野川）より I 
I 寄付をいただきました I 
1 閾野川在住の濱固子さんより、串本町へ奇付をい 1
| 
Iただきました。ごI厚意に感謝いたしますとともに、 I 
I皿）民の福祉のために有効に使用させていたたきます。1

‘----------------------ノ
B&.G海洋センター臨時休業のお知らせ

平成21年 7月25日（土）～26日（日）の 2日問、B
&G財団事業実施によるスタッフ派遣のため、臨

峙休業とさせていただきます。こ利用いただいて

いるお客様にはこ迷惑をおかけいたしますが、こ

理解 • こ協力をよろしくお願いいたします。

-B&G海洋センター一

「この宝くしの収益金は、市町村の明る＜

住みよいまちづくりに使われます。」

財団法人和歌山県市町村振興協会

r-----------------------------------, 

国
内
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
予

防
は
継
続
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
！

症
状
の
特
徴

①

38℃
以
上
の
発
熱

②
呼
吸
器
症
状

（
発
熱
・
悪
寒
．
息
水
・
靡
づ
ま
り
・
姻
頭
痛
・
咳
）

①
外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い

②
人
混
み
に
は
な
る
べ
く
行
か
な
い

③
自
分
に
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は

必
す
マ
ス
ク
を
着
用

④
タ
オ
ル
等
の
共
用
は
し
な
い

⑤
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

I L _________________________________ _ 
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介護保険料に関するお知らせ

今年は、平成21年度～平成23年度までを事業期間とする

第4期介護保険事業計画の初年度になります。事業計画の

見直しで、第 1号被保険者 (65オ以上の方）の保険料を次

のように変更しました。

みなさまの健ゆかで安心した暮らしをお手伝いするため、

今後とも介護保険制度へのご理解とご協力をお願いいたし

ます。

所得段階 対象となる方
基準額 基準額に 保険料

（年額） 対する割合 （年額）

第 1段階
生活保護受給者及び老齢福祉年金受給者で、

22,428円
世帯全体が町県民税非課税の方

X 0.5 

第2段階
世帯全体が町喋民税非課税の方で、課税年

22,428円
金収入額＋合計所得金額が80万円以下の方

第3段階
世帯全体が町県民税非課税の方で、第 2段

X 0.75 33,642円
階以外の方

世帯内に町喋民税が課税されている方がい

るが、本人はE1lJ県民税が非課税で、課税年
44,856円

X 0.87 39,024円

金収入十合計所得金額が80万円以下の方
第4段階

上記以外の世帯内に町県民税が課税されて

いる方がいるが本人は町喋民税が課税さ X 1.0 44,856円

れていない方

第5段階
本人が町県民税課税で、前年の合計所得金

X 1.25 56,070円
額が200万円未満の方

第6段階
本人が町県民税課税で、前年の合計所得金

X 1.5 6ワ，284円
額が200万円以上の方

◎介護保険給付に係る財源の半分は公費で、

半分は第 1号被保険者と第 2号被保険者

(40歳以上65歳未満）の保険料によリま

かなわれています。

一沼祁簑料胆昇炭弱埠呈

平成21年度から、介護に従事する人の処遇改善のために、介護報

酬が改定されました（フラス 3%）。この改定が反映し、介護保険

料も上昇しますが、急激な上昇とならないように、国の特別対策に

よる軽咸措置が実施されます。

国の特別対策により軽減されるのは、

年度の保険料上昇分の全額 (3%)と、

の半額 (1.5%)です。 （図の左側）

串本曲では、平成21年度～23年度の 3年間の保険料上昇分を均等

に蒻減し、 3年間の保険料基準額を同額にすることとしたため、平

成21年度の保険料には改定による上屏分が一flB(1.5%）含まれます。

また、 平成24年度からは、 自然増の他に 3年圏実施する軽減分も

上界することになります。

介護報酬改定による平成21
平成22年度の保険料上昇分

本
来
の
保
険
料
基
準
額

（図）報酬改定による保険料の上昇分抑制のイメージ

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

■お問合せ先■
串本町役場保健福祉課・税務課 合 0735-62-0555（代表）

⑪ 広報くしもと 2009.7 広報くしもと 2009.7 ⑩
 



＠翠囀扁
保健センター 7月の行事予定は下記のとおりです。

※健診等についてのお 巾し込み • お問い合わせは、

保健センター （fl0735-62-6206)まで。

【成人関係】

健康相談

実施日

7月6日（月）

7月7日（火）

7月ID日（金）

7月13日（月）

7月29日（水）

受付時問

9 00-10 00 

lO 30-ll 30 

9 00-10 00 

10 30-11 30 

9・00-10・00 

lO 30-ll 30 

13 00-14 30 

9 30-10 30 

13 00-14 00 

14 30-15'30 

会 場

江田区民会館

田並公民館

大島開発総合センター

出雲公民館

有田公民館

二色集会所

保健センター2階

津荷集会所

古田百年クラブ

田原連絡所

※誰でもお気蛭に会瑞へお越しください。
（血圧測定や健康についての相談を受けております）

健康地進法による集団健康診壺の申し込みについて

①生活保渡を受けている方 (40歳以上）
＠上虻以外の40氣以上で保検の切り特え等で特定

対象者 健診の対象外の方
※受診対象者かどうかは、保他センタ ーにご相談
くださし、C

自己負相金 500P-I（生活保渡の方は艇料）

間診 ・医師による診察 ・身体計測
基本の健診 ．股lllli!IJ定． l[][圧測定・ 検尿・血

l付 容 液検倉 (9Jr/Fl) 

詳細な健診
貧血検合及び心屯図検令
※該当者のみ

※前す腺がん (55歳～74歳までの男性）、肝炎ウィルス検介（今年度
40歳になる方）の受付を［口1時に行います。

※お申込みは 7月31日（金）までに保他センターヘ盆話にてお申込み
ください。

［乳幼児関係】

乳幼児健診

日時

7月2日（木）
13 00-13 30 
7月9日（木）
l300~l330 
7月23日（木）
13 00-13 30 
7月23日（木）
13,30-14,00 

場所

保健センター
2階

保住センター
21皆

保健センター
2階

保健センター
2階

乳幼児予防接種

日時 内容

7月7日（火） 三種混合
l3 10~ 13 40 1期初匝l

7月23ヨ（木）
BCG 13 00-13 30 

7月28日（火） 二種混合13 10~ 13 40 

7月30ヨ（木） MRJII期（麻し
12 40-13 10 ん風しん混合）

内 容

1歳6ヵ月児及び
2歳6ヵ月児健診

lOヵ月児～
1歳児紆診

4ヵ月児健診及び
BCG接種

6ヵ月児紐診

各種教室

7月17日（金） 10:00~
ちびっこひろば
(2歳～3歳児）

7月22日（水）13:30~
マタニティー教室

（前期）

※＝．柾混合の接柏対象は 7歳61,Jl未満の方です。
（三柏混合1期初回は20-56日のIt1倦で3圃接種します）
※MR（麻しん ・風しん混合）の接柚対象は111期中学 1年生。
※―．柚混合の楼柚対象は小学 6年生。
◎予防接柚 ・ひろば ・教室の会瑞は保梵七ンター 2階です。

・叫別崩隈検愴璽
7月 1日（水）～ 9月30日（水）の期間、

町内医療機関で実施。詳しくは保健セン

ターまで

-H本脳炎予防接種について 一

日本脳炎予防接種について、今年度も接種を
芹し控えると いう 国の方針を受け、串本町では
集団接種は差し控えさせていただきます。なお、
H本脳炎予防接種を希望される方は、保健セン
ター までお問い合わせください。

献血

；月2日（：)I 場所

10:00-16:00 WAY駐車場 （ライオンズクラブ共催）

麻しん排除計画について
平成19年に10・ 20代を中心とした年齢居で麻しんが流行し、社会的な問顆となり、国は過去に麻しん

の予防接種を 1回しか受けていない年代である中学 1年生相当（第 3期）と高校 3年生相当（第 4期）の

方に2回巨のワクチン定期接種（無料）の機会が設けられました。当町の接種計画は下記のとおりです。

［璽鸞こiiふ晶日生まれ 1:：こI 接7::：： 1:IJ通：

高校3年生相当（第4期）
平成3年4月2El～平成4年4月1日生まれ 1 町内医療機関 7 8 9月 I 個別通知

◎2回目の接種を受けて、はしかにならないようにしましょう II

⑬ 広報くしもと 2009.7

（後期高齢蓋箇医療保険面固のお知

●新しい保険証は7月中旬から下旬にかけて、簡易書留でお送りします。

●有効期限は、平成21年8月1日～平成22年7月31日までです。

●保険証の色が 「うすい緑色」から 「みす色」に変わリます。

●保険料の納付が滞つている場合、保険証の送付を一時保留させていただき、お

納めできない事由について間かせていただくとともに、状況によっては短期保

険証や資格証明書の交付をさせていただくことになつています。

●平成21年度保険料決定適知書と納付書を 7月中旬にお送りします。

●国民健康保険に加入していたときに口座振替を利用されていた方も納付書が

同封されている場合は窓0での納付をお願いします。長寿医療保険料の口座振

替には再度手続きいただく必要がありますので、金融機関へ届け出てください。

●保険料の （納期・期割り）について

□特別徴収（年金天引き） ［仮算定 (4 月 • 6 月• 8月）、本算定 (10月・12月・ 2月）】
仮 箕 定 本 算 定

4月 (l期） I6月 (2期） 1 8月 (3期） I10月 (4期） I12月 (5期） 2月 (6期）

口普通徴収【本算定（口座振替・納付書 による納付）は 7月から］

本算定

旦） I (畠 I(］は） I二)I心は） I （ば贔 I（温） I （［贔 I（畠

(7月から翌年の 3月までの 9回で納付していただきます。）

※本舞定 (7月始め）以降、所得更正等が生じた場合、 併徴 （特別徴収・ 普通徴収両方）となる場合があリます。

＊平成21年 7月の本算定により特別徴収の該当となった場合は、年金天引きの調整のため、 7 
月． 8 月• 9月の 3期が普通徴収 （納付書・ロ座振替）となり10月よリ年金天引きとなります

のでご了承ください。（口座の手続きをいただいている方は、口座よリ納付となリます。）

本 1算定（普過徴1収） I 本 1葬 定（特別徴1収）

7月 (l期） 8月 (2期） 9月 (3期） 10月 (4期） 12月 (5期） 2月 (6期）

¥--

◆お問い合わせ◆ 串本町役場住民課 長寿（後期高齢者）医療係 7 
TEL 0735-62-0555（代表）

広報くしもと 2009.7 ⑫ 
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▼
申
込
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受
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①
通
年

串 本町役場本庁舎

(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎
(TEL72-0081) 

本病院

(TEL62-0635) 

座川病 院

(TEL72-0280) 

校教育課
(TEL62-6066) 

涯学習課

(TEL62-0006) 

本 町 図 書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健 セ ン タ ー
(TEL62-6206) 

町内放送案内
（醒 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス
http//www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メ ールアドレス（代表）

kikakuzaisei@town.kushimoto.wakayama.jp 

串

保

お
知
ら
せ
＆
行
事

ご注意ください．I
．．． ．．、．ヽ、 .ヽ.-..、 9.、.•• ．ヽ、 ・ヽ グ• • ．ヽ、 ‘‘ ‘.、

串本町内において、最近農薬 （再物・劇物）の入っ

た可能性のある物を食べて犬や野生動物が死亡してい

ます。このような行為でペットや野生動物に食べさビ

た場合は、次の法律に抵触し罰せられます。

＜動物の愛護及び管理に関する法律第2条＞
（基本原則）

動物が命あるものであることにかんがみ、伺人も、

動物をみだりに殺し、傷つけ、又は苦しめることのな

いようにするのみでなく 、人と動物の共生に配虐しつ

つ、その習性を考唸して適正に取り扱うようにしなけ

ればならない。

(1年以下の懲役又は100万円以下の罰金）

＜烏獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第36条＞
（危険猟法の禁止）

爆発物、劇薬、毒薬を使用する猟法その他環境省令

で定める猟法により鳥獣の捕獲等をしてはならない。

(1年以下の懲役又は100万円以下の罰金。 また、 83

条 2J目によリ未遂であったとしても同様）

■お固い合わせ先■
串本町役場農林水産課 n0735-62-0555 

新宮保健所串本支所 云 0735-72-0525 ) 

， 

i 警察官募集のお知らせ i 

！ 和歌山県警察では、平成21年度警察官 B l 
！ （大卒以外）の募集を行います。 l 
｀ ■受験資格

！ 昭和52年 4月 2日から平成4年 4月 1日 i 
！ までに生まれた方で、大卒以外の方 i 
！ ■申込書配布開始 l 
i 平成21年 7月 3日（予定） ！ 
i ■受付期間

！ 平成21年 7月21日（火）

！ ～平成21年 8月 7日（金）までの間 l 
！ ■第 1時試験E3 ! 
i 平成21年 9月20日（日）

I言;!□：書
し—ー·――•一•一嘉一•一•一•—•-•一•—•ー·---!

一乎成囚年度-釜種講習日程表軍（ふ月こM月;)』-

講誓の 名 称 日 時 場 所 受講料等 受付開始予定

木造建築 物の組立て等 8月4日（火）～ 和歌山県建設会館
¥ 9,500 7月6日（月）～

作 業 主 任 者 8月5日（水） 3階会議室

コ ンクリ ー ド橋架設等 9月 1日（火）～ 和歌山県建設会館
¥ 9,800 8月3日（月）～

作 業 主 任 者 9月2日（水） 3階会議室

型枠支保 エの組立て等 10月6日（火）～ 和歌山県建設会館
¥ 9,900 9月7日（月）～

作 業 主 任 者 lO月7日（水） 3階会議室

足場の組立て等 ll月lO日（火）～ 和歌止県建設会館
¥ 9,600 lO月13日（月）～

作 業 全 任 者 ll月ll日（水） 3階会議室

職長安全衛生貢任者教育 ll月77日（火）～ 和歌山県建設会館
¥ 12,000 10月19日（月）～

（リスクアセスメント含む） ll月18日（水） 3階会議室

（注） 1. 講義時間はいずれも AM9 : 00-PM 5 : 00（語義内容により、変更があります。）

2.請習会の受付は、請習会開催の約 1ヶ月前からです。

3. 受講料は当方にご持参いただくか、または現金杏留でお頴いします。

4,受溝料等にはテキスト代が含まれています。

5' 定員になり次第、締め切ります。

6. 申込者が少数の場合は、請習会を取りやめさせていただく場合があります。

建設業労働災害防止協会和歌山県支部 TEL 073-436-1327 

⑮ 広報くしもと 2009.7 広報くしもと 2009.7 ⑭ 



スノーケリング

望
者9
'

塞

串
本
海
上
保
安
著
で
は
、
串
本
ま
つ

り
の
協
賛
行
事
と
し
て

「巡
視
船
の
体

験
航
海
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

ア

日

時

8
月
2
日

（日）

①
午
前
10
時
30
分
1
午
後
0
時
ま
で

②
午
後
2
時
30
分
1
午
後
4
時
ま
で

▼

場

所

串
本
港
内
及
び
大
島
周
辺
海
域

※
た
だ
し
、
雨
天
及
び
海
上
荒
天
の
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

※
小
学
生
は
保
設
者
同
伴

▼

定

員

各
回
20
名

（先
着
順
）

て
参
加
費

2
0
0
0
円

（保
険
代

・
昼
食
費
等）

▼
申
込
方
法

参
加
日
を
指
定
し
、
冠
話
に
て
申
込
み
。

※
先
恙
顛
。
各
実
施
日
の
定
員
に
な
り

次
第
締
切
。

▼
申
込
期
間

6
月
26
日

（木
）
か
ら
各
開
催
日
の
2

日
前
ま
で

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
申
込

・
問
合
せ
先
ま
で

▼
申
込
•
お
問
合
せ

環
橙
省
熊
野
自
然
保
護
官
事
務
所

日一
催

し

新
宮
地
域
事
務
所

6
0
7
3
5ー

2
1
1
3
4
4
9

②
8
月
1
日

（士
）
1
9
月
11
日

（金
）

③
8
月
1
日

（士
）
1
9
月
lJ
日

（金
）

マ
試
験
日
・
場
所

①
9
月
25
日
（金
）

新
宮
市

②
9
月
19
日
（土）

那
智
勝
浦
町

③
9
月
2
3
日
（水
）

和
歌
山
市

▼
応
募
資
格
等
の
問
合
せ
先

〒

6
4
7
1
0
0
4
4

新
宮
市
神
倉
3
丁
目
1
ー
1

磐
盾
ビ
ル
2
階

圃

海
の
月
問

(
7
月
1
日
1
7
月
31
日
）

は
「
海
の
日
」
の
意
義
や

「海
」
に
対
す

る
理
解
と
認
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
海
上
保
安
・JT

で
は
各
馳
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
下
里
水
路
観
測
所
で
は
こ
の
海

の
月
間
に
伴
い
、

「夜
空
の
案
内
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
、
星
や
人

工
衛
星
、
飛
行
機
な
ど
夜
空
に
見
え
る

光
の
見
分
け
方
や
、
星
の
種
類
、
正
座

の
開
設
な
ど
夜
空
の
楽
し
み
方
を
事
前

の
説
明
を
含
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

▼

日

時

7
月
24
日

（金）

・
25
日

（土
）

午
後
6
時
45
分
現
地
集
合

午
後
8
時
30分
終
了

マ

場

所

下
里
水
路
観
測
所

▼

定

員

各
日
先
治
30名
様

▼
お
申
込
み
受
付
期
間

7
月
10
日
（
金
）
午
後
4
時

1

7
月
15
日
（
水
）
午
後
8
時
ま
で

6
0
7
3
5
_
2
2
_
0
3
4
2
 

（受
付
時
間
午
前
9
時
1
午
後
5
時
）

▼

内

容

0
田
辺
海
上
保
安
部
所
属

「巡
視
船
み

な
べ
」及
び
串
本
海
上
保
安
署
所
属
「
巡

視
艇
む
ろ
づ
き
」
に
よ
る
体
験
航
洵

0
叩
串
本
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー
の
協
力

に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ

（子
ガ
メ
）
放
流

〇
船
上
で
の
海
洋
深
境
教
室
な
ど

※
午
後
の
部
は
む
ろ
づ
き
で
の
休
験
航

海
の
み

烹

疋

員

①

1
0
0
名

（み
な
ベ

・む
ろ
づ
き）

②

3

0
名

（む
ろ
づ
き
）

※
12
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
船
上
環
境
教
室
を
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
お
子
さ
ん
連
れ
を
優
先
し
た

先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
切
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き

(1
枚
に

3
名
ま
で
記
入

可
）
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

年

齢
・
電
話
番
号
お
よ
び
乗
船
希
望
者
3

名
の
氏
名

・
年
齢
を
記
入
の
う
え
、
串

本
海
上
保
安
署
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
返
信
は
が
き
が
乗
船
引
き
換
え

券
と
な
り
ま
す
。

※
定
員
計
算
に
必
要
な
た
め
、
年
齢
は

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

r 、
戦争•平和資料等収集のお知らせ

来年（平成22年）は、第＝次世界大戦の終戦

後、 65年を迎えます。

また、平成26年には、当町で建造された第五

福竜丸がビキニ周辺の公海上で水爆実験により

被暖して60年となります。

この重要な歴史を語り継ぎ、平和の正しい理

解と認識を深めるため、またその棗重な資料の

散逸を防ぐため、今年度より住民等の皆さまが

所有している写真などの戦争資料（第二次世界

大戦時のものに限りません） • 福竜丸関係資料

の収集業務を開始します。詳しくは、下記問合

せ先までこ連絡ください。皆さまの資料提供を

お待ちしています。

■こ連絡•お問合せ先
串本町教育委員会生涯学習課

戦争等資料収集係

0735-62-0006 
0735-62-6023 

ノヽ

電話

ファクシミリ

平成21年10月1日から

住宅瑕祇担保履行法がスタートします

この法律は、新築住宅を供給する事業者に対

して資力確保措問 （保険又は供託）を義務付け

るもので、新築住宅の発注者や買主を保護する

ことが目的です。 これによ り、住宅の特に童要

な部分について、瑕疵 （欠陥）の補修等が確実

に行われるための措置が講じられることになり

ました。

対象となるのは、

き渡される新槃住宅です。

保険加入の場合、滸手前の巾込みが必要とな

りますので、 10月1日以降に新築住宅の引渡し

言□□ご筐串本町役場建設課 合0735-72-0081（代表）

和歌山県建築住宅課 合073-441-3184

7
月
27
日
（
月
）
必
芹

▼
申
込
及
び
お
問
合
せ
先

〒

6
4
9
1
3
5
0
3

串
本
町
串
本
2
1
1
3
|
3

串
本
海
上
保
安
署

6
0
7
3
5
J
_
6
2
|
0
2
2
6
 

可

U

吉
野
熊
野
国
立
公
園
串
本
海
中
公
園

地
区
及
び
周
辺
海
域
は
、
温
暖
な
黒
潮

の
影
響
を
受
け
、
約
1
2

0
種
の
サ
ン

ゴ
類
や
亜
熱
帯
性
魚
類
等
多
く
の
サ
ン

ゴ
礁
性
動
物
が
生
息
し
、
美
し
い
海
中

娯
観
を
形
成
し
て
お
り
、
平
成
17
年
11

月
に
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
な

っ

て
い
ま
す
。
当
観
察
会
は
、
ス
ノ
ー
ケ

ル
技
術
の
講
習
を
受
け
た
後
、
洵
中
公

園
地
区
の
海
を
観
察
、
体
験
す
る
こ
と

で
、
自
然
環
接
保
全
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
ま
す
。

烹
開
催
日

7
月
26
日

（日
）

※
予
備
日

8
月
1
日
（
土
）

8
月
20
日

（木
）

※
予
備
日

8
月
28
日
（
金）

8
月
27
日

（木
）

※
予
備
日

8
月
31
日
（
月
）

9
月
6
日

（日
）

※
予
備
日

9
月
12
日
（
土
）

▼

時

間

午
前
9
時
45
分
1
午
後
4
時

※
受
付
午
前
9
時
30
分
1

▼
集
合
場
所

串
本
海
中
公
園
錆
浦
研
究
所
前

▼

内

容

自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
串
本
海
中
公
園
の
生
ぎ
物

（ス
ラ
イ

）
 

卜②
ス
ノ
ー
ケ
ル
の
使
い
方
に
関
す
る
実

技
講
習

③
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
に
よ
る
海
中
観
察

て
参
加
対
象

小
学
校
4
年
生
以
上

⑰ 広報くしもと 2009.7 広報くしもと 2009.7 ⑯
 



7]国国国口国国
日曜 行車内容（時間） 場 所 主笞課等

9木 人権行政柑談 串本町役場本庁舎 住民課

(13 30-15 30) 

16木 第20回ピルフィッシュ 串本港を基地 商工観光課
I 
19 El トーナメントイン串本 とする沿岸

16オ 行政相談 占座福祉センター 住民課

(13 3□~ 15 30) 

23木 人権行政相談 和深公民館 住民課

(13 30-15 30) 

25土 熊野水軍 古座 Ill 河口 商丁観光課

古座河内祭のタベ 古座漁協広堀

(18 00-20 30) 

26 El 海水浴まつり 橋杭海水浴楊 商工観光課

(l0 00~l] 00) 

26 El 町内一斉清掃 各 地 区串本町美化

（午前中） 推進協議会

コ
し―-＝ロ

集

後
編

田

今
月
の
網
税

了

税

目

0
囚
定
賽
痒
税
（
第
2
期）

0
円
民
健
康
保
陰
税
（
第
4
期）

0
介
設
保
険
料
（
第
4
期）

0
長
寿
（
後
期
高
蛉
者
）
匹
療
保
険
料
（
第
1
期）

マ
納
期
限

7
月
31
日
（
金
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
仏
作
に

よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延
滞
金
が
か
か
り
ま

主
納
税
は
お
早
め
に
c

◎
納
税
に
閃
し
て
は
、
役
垢
税
務
課
へ
、
長
去

医
療
保
険
料
に
つ
い
て
は
住
民
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
夏
の
季
節
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物

の
お
知
ら
せ
が
紙
面
を
賑
わ
せ
始
め
る

と
、
夏
が
近
づ
い
て
き
た
と
い
う
気
分

に
な
っ
て
き
ま
す
。
同
時
に
こ
の
季
節

は
外
へ
出
て
の
取
材
が
一
什
で
一
番
ハ

ー
ド
な
季
節
で
す
。
夏
が
過
ぎ
、
秋
が

や
っ
て
く
る
頃
、
私
の
体
市
は
い
つ
も

4
k
g
"
即
後
減
少
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
年
も
心

し
て
変
を
乗
り
切
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

(T)

今年の火災・救急件数
- 6月1日現在一

火災 件 数

建物 3件

林野 0件

その他 0件

合計 3件

救 急 件 数

交通 34件

急病 332件

その他 13ワ件

合計 503件

火災のない住みよい豊かな町づくり

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. 

； 串本町議会録画放送のお知らせ ； 
: 7月13日（月）より ZTVにて第 2 : 

： 回定例会一般質問の様子を録画放遼しま ： 
：す。どうぞ皆様ご覧ください。

i なお、 El程につきましては ZTV5ch ¥ 

iの文字放送をご覧ください。 ： 

串本町議会事務局 ； 
............................................................ 

【広告］町収入の一部とす忘ため有料広告を掲載しています。

広告募集のお知らせ

広報くしもとでは有料広告を募集しています。

【掲書スペース］綬 46mmx横 85mmまたは

縦 46mmx横 174mm

【掲叡料］ 1広告 5,ODO円よリ

広告掲載を希望される方は役場企画財政課広報係

(T[l 0735-62-0555)までお周い合巳ください。

串
本
調
停
懇
ゴ
叫
会
で
は
、
次
の
と
お

り
民
市
に
閃
す
る
調
停
杞
談
会
を
行
い

ま
す
。
調
倅
lllし
911
て
の
力
法
、
調
停

新
宮
公
詞
役
場
で
は
次
の
と
お
り

「

n昭
・
焦
判
公
証
法
律
相
訣
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

▼

日

時

7
月
19
日

(n)

午
前
9
時

1
l後
5
時

て

場

所

新
宮
公
証
役
場

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次

の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

胄

極

串
本
音
瑯
ふ
協
会
の
設
立
3
0
周
年
と
、

串
木
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
完
成
20
周
年

を
記
念
し
て
開
催
し
ま
す

J

T
開
催
日
時

平
成
2
1
年
7
月
11
日

l
後
6
時
1

て

場

所

串
木
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

0
主
催
串
木
音
寮
協
会

0
後
援
出
木
町
教
育
委
員
会

▼
お
問
合
せ

串
木
町
音
楽
協
会

6
0
7
3
0
5
|
6
6
|
0
5
2
4
 

園

お
知
ら
せ

▼
お
申
込
み
•
お
問
合
せ

訂
細
内
容
等
に
つ
ぎ
ま
し
て
は
、
下
里

水
路
観
測
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

6
0
7
3
2
D
|
5
8
|
0
0
8
4
 

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、
調

停
で
解
決
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
効
力
が

あ
る
の
か
な
ど
、
実
際
に
民
事
調
停
に

携
わ
っ
て
い
る
調
停
委
員
が
柘
談
に
応

じ
ま
す
。
（
無
料
・
秘
密
蔽
守
）

ァ

日

時

平
成
2
1
年
7
月
認
日
（
月
）

午＂即10
時
1
午
後
3
時

て

場

所

出
本
筋
易
裁
判
所

▼

内

容

民
事
（
土
地
建
物
・
令
銭
の
貸
借
・
交

通
事
故
な
ど
）
に
閃
す
る
調
佐
の
手
続

ぎ
に
つ
い
て

▼
お
問
合
せ

串
本
怖
易
裁
判
所

6
0
7
3
5
3
|
6
2
|
0
2
1
2
 

て
相
談
員

公
証
人

111村
司

て
相
談
内
容

遠
―
―
]
・
相
続
・
離
婚
．
＋
の
荘
育
費
・

年
金
分
割
・
慰
謝
料
・
財
産
分
勺
・
家

族
の
扶
笠
・
任
虚
後
見
（
高
齢
者
等
の

財
芹
管
翌
・
十
地
仕
物
の
賃
貸
惜
．

金
銭
の
貸
借
．
充
買
．
贈
与
・
偵
務
弁

済
・
保
証
•
そ
の
他
各
種
の
契
約
・
尊

厳
死
官
―
―
ロ
・
会
杜
定
款
な
ど

マ

予

約

平
日
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

平
日
（
月
曜
1
金
曜
）
の
相
談
も
、
ご

利
用
く
た
さ
い
。
相
訣
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
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①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
力
々
が
、
上
陸
地
の
税
閃
ま

た
は
海
連
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
芥
な
ど

②
外
地
の
総
領
串
館
や
日
木
人
白
沿
会

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

ど
の
う
ち
、
そ
の
後

n木
に
返
還
さ

れ
た
も
の
。

〇
お
心
当
た
り
の
方
は
、
税
閃
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

C

0
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方

も
関
合
せ
や
返
還
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

0
保
管
証
券
返
遠
の
ご
案
内
は
、
大
阪

税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
シ
で
も
ご
翌
い
た

だ
け
ま
す
。

【
大
阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
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▼
お
問
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郊
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※
受
付
肋
即
は
午
前
9
閲
ー
ー
後
3
時

ま
で
（
ー
、
日
、
祝
日
を
除
く
。
）
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第20回j.-1-. ..!J !._ -

ビルフィッシュトーナメント・イン・串本

～ 

全国各地から腕自慢のカジキ釣りたちが集まるビルフィッ

シュトーナメント。 17日・ l8日・ 19日の 3日間、串本港の大

会本部前にて釣り上げられたカジキの検量を行っていますの

で、どうぞ会場へお越しください。 (17・ l8日は午後6時まで、

19日は午後0時30分まで）

◆17日の午後5時から会場で餅まきを行います。◆
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【場所】古座川河口 古座漁港広場

【時間】午後6時～午後9時

【内容】花火•民謡踊り•ビアカ｀ーデン•福引

地元物産品販売

【主催】「熊野水軍占座河内祭のタベ」

実行委員会

第 5回串本まつり

海水浴まつり
【場所】橋杭海水浴場

【内容】 10: 00 主催者・来賓挨拶

10 : 05 『ラヴェヒフラ串本支部』

によるフラダンス披露

あさり拾い

宝探し
0

0

 

2

0

 

•••• 
o

l

 

―

―

 

，＇’:夕・

【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。


